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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 30 年２月期第４四半期連結累計期間（平成 29 年３月１日から平成 30 年２月 28 日）において特別

損失を計上いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１.減損損失の内容について 

 （１）固定資産の減損に係る会計基準に基づく特別損失の計上（連結） 

    「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、経営環境の変化等の影響を受け収益性の低下が見込まれる

又は継続して営業損益の悪化となっている連結子会社の一部の固定資産（店舗設備等）について、将来収益

を保守的に見直した結果、減損損失 751 百万円の特別損失を計上いたします。 

 

 （２）連結子会社株式の減損処理及び関係会社貸倒引当金繰入額の特別損失の計上（個別） 

当社の連結子会社である Diamond Dining International Corporation 及び株式会社サンプールの株式につ

いて、当該株式の投資回収及び採算性、現状の経営成績及び財政状態を総合的に勘案した結果、実質価額が

著しく下落したため、金融商品に関する会計基準にもとづき、減損処理を行い、子会社株式評価損として 301

百万円の特別損失を計上いたします。 

また、Diamond Dining International Corporation の貸付金に関して貸倒引当金の計上が必要と判断した

ことから、現時点において貸倒引当金の計上が必要と見込まれる金額を、特別損失として関係会社貸倒引当

金繰入額を 350 百万円を計上いたします。 

個別の決算に計上される当該特別損失は連結決算上では相殺される処理となるため、連結業績に与える影

響はありません。 

 

２．今後の見通しについて 

  上記の特別損失の計上による平成 30 年２月期の連結業績に与える影響等につきましては、本日（平成 30 年４ 

月 13 日）公表の「平成 30 年２月期 決算短信[日本基準]（連結）」をご参照ください。 
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